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１ は じ め に

人 口 世帯数

約9300人 約4800世帯

城北校区の位置

年齢区分別人口

０歳～14歳 約1100人

15歳～64歳 約6000人

65歳～74歳 約1000人

75歳以上 約1200人

指定避難場所

① 城 北 小 学 校

② 清 水 中 学 校



２ 防災連絡会設立と避難所開設・運営のための組織

令和元年11月「城北校区防災連絡会」の設立

熊本地震発災平成28年
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城北校区防災連絡会

26名

約60名 約50名



３ これまでの防災訓練の実施状況とその成果

年度 主な訓練成果 参加者数 備 考

令和２年度
（8月）

①避難所開設手順の確認
②校内のレイアウトの作成
③防災倉庫の食料・物品等の確認

約１０名
コロナを考慮しない
避難所開設・運営

令和３年度
（4月）

①「体育館等の避難スペース（レイアウト）及び駐車場等」の
検討・設定

②「福祉避難室（要配慮者用）」の検討・設定

③「保健室（コロナによる発熱者等）」の検討・設定

④「発電機の操作（停電対策）」の習得及び「マンホールトイ
レ」の設置場所の確認等

⑤「パーテーション」の設置要領の習得

約１５名
コロナ禍での避難所開
設・運営

令和４年度
（10月）

約２０名

①コロナ禍での避難所
開設・運営

②熊本県民テレビの取
材・放映
（てれビタミン）

大規模震災発生時に、各避難所運営委員会の勤務者及び一部の避難者の協力を得なが
ら、避難所の各施設等を開設し、発災から3日頃までの初動において、各班の機能が発揮
でき、避難所としての運営が概ね実施できるレベルに到達する。

赤：4年度新規



駐車スペース
（車中泊避難者含む。）

城北小学校避難所の各施設等の全体レイアウト
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避難区分

一般避難者
体育館
校舎東側(2･3Ｆ）

要配慮者 校舎1F

発熱者 校舎西側（2F）

濃厚接触者 校舎西側（3F）

避難収容数

一般避難者 約１００名

要配慮者 約４０名

発熱者 約３０名

濃厚接触者 約５０名

車中泊 約１５０名

合計 約３７０名



駐車スペース
（車中泊避難者含む。）

体育館

プ
ー
ル

校 舎

男子トイレ

正門

児童育成
クラブ

北門

校 舎

体育館

男子トイレ

入
庫
経
路

通 路

グランドにおける駐車可能数見積りと駐車要領
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駐車可能数：最大７５台

駐車場所は、原則として、
校舎西側奥から①～⑦の
順序で駐車する。
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③９台

１台分の面積
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車中泊人数
約１５０名

（2名／１台）
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： 使用禁止

準備室食糧倉庫
（水、食料等）

校舎内の「福祉避難室（要配慮者）」

一般避難者及
び要配慮者
専用入口

一般避難者及
び要配慮者
専用出入口

校長先生・
運営委員会
専用出入口

ＰＴＡ

＊発熱者と濃厚接触者が専用出入口・階段付近
で接触しないよう移動統制（人員配置）が必要。

授乳室、乳幼児室
妊産婦室

教室 教室

高齢者 高齢者

教室

カウンセリング室等

教室保健室

１ Ｆ

要配慮者ゾーン

発熱者
専用出入口

濃厚接触者
専用出入口

相互移動
の禁止
相互移動
の禁止

受付

受付

収容人数 最大：６名／教室×６＝３６名
最小：４名／教室×６＝２４名
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障がい
者
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受付

収容人数 最大：６名／教室×５＝３０名
最小：４名／教室×５＝２０名

収容人数 最大：６名／教室×４＝２４名
最小：４名／教室×４＝１６名

【受付の人員・物品】
➀人 員
２名

②物 品
長机×１、椅子×２、体温計（非接触型）

×１、フェイスシールド・ガウン・マスク
使い捨て手袋・消毒液×所要数、避難者記
入用名簿、ボールペン等

３Ｆは、西側に「濃厚接触者ゾーン」、
東側に「一般避難者ゾーン」を設定



訓 練 風 景

自己紹介及び訓練の事前説明 検温・問診所の設定要領の説明

体育館の受付要領の説明 パーテーションの設置訓
練

発電機の操作要領の訓練



八景水谷公民館だより新地物語

熊本県民テレビ（てれビタ）
【目からうろこの防災術】

情報発信（広報活動）



４ 今後の課題と対策

課 題 対 策

震災初動において錯綜・混乱する避難
所運営の実態を知らない人（未経験者）
が多い為、避難所の開設・運営に影響

①避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）の実施
（錯綜・混乱する避難所運営の疑似体験）

③避難所開設・運営訓練の段階的な実施
★勤務者全員による訓練（機能別）
受付、情報収集・掲示、要配慮者誘導、

駐車場誘導、炊出し、トイレ設置など
★住民（避難者等）参加による訓練（総合）

大規模震災発生時に集まれる勤務者の
不足が懸念され、避難所の開設・運営に
影響（理由：仕事、被災、体調不良等）

多くの勤務者等の各種訓練参加により、避
難所開設・運営経験者を努めて増加・確保
（勤務者全員対象（学生参加も呼びかけ））

避難所
勤務者
（人）

②防災講話の実施（熊本地震・豪雨経験者）

備品等
（物）

コロナ感染防止対策用備品の不足
（体温計、アクリル板、ガウン、フェイ
スシールド、消毒液など）

少量は校区防災連絡会で購入、不足分は、
熊本市に要望し、平素から初動対処分を確保



５ ま と め

「喉元過ぎれば、熱さを忘れる」

「天災は、忘れた頃にやってくる」

「備えあれば、憂いなし」


